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質
　地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費

の
ケ
ー
ブ
ル
架
け
替
え
費
用
は
年
度
当
初
に

予
算
化
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答
　電
柱
所
有
者
の
事
業
方
針
で
更
新
す
る

電
柱
の
対
象
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
予
算

作
成
時
は
対
象
数
が
わ
か
ら
ず
、
年
度
当
初

で
の
予
算
化
は
難
し
い
。

質
　通
信
事
業
者
専
用
線
へ
の
切
り
替
え
は
。

答
　比
較
検
討
し
た
が
、
現
状
の
方
が
安
価

で
あ
っ
た
。

戸

　井

　
　
　肇

　地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

補
助
金
に
お
い
て
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
、
今
回
で
未
設

置
の
１
施
設
が
完
了
し
ま
す
。

　ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
併
せ
て
設
置
し
ま

し
た
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
義
務
は
な
く
、

市
は
設
置
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
把
握
と
補
助
金
制
度
を
他
事
業
主
に

も
推
奨
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

千

　田

　文

　孝

　登
別
中
学
校
便
所
洋
式
化
事
業
費
に
つ
い

て
、
夏
休
み
中
に
工
事
し
、
２
階
便
所
は
２

学
期
か
ら
使
用
で
き
る
予
定
で
す
が
、
１
階

便
所
は
完
成
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め

仮
設
便
所
を
設
置
し
ま
す
。

　ま
た
、
洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い
幌
別
中
学

校
は
、
平
成
32
年
の
耐
震
化
工
事
に
併
せ
て

洋
式
化
さ
れ
ま
す
。

井

　野

　正

　臣

　毎
年
恒
例
の
白
老
町
議
会

と
の
議
員
研
修
会
を
昨
年
11

月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
青
森
中
央
学
院

大
学
よ
り
佐
藤
淳
准
教
授
を

講
師
に
お
招
き
し
、
「
対
話

で
創
る
議
会
か
ら
の
地
方
創

生
～
議
会
改
革
第
２
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
～
」
と
題
し
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
「
白
老
・
登
別

へ
の
誘
客
大
作
戦
！
～
２
０

２
０
年

　国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
の
実
践
を
行
い

ま
し
た
。

　登
別
市
議
会
で
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
と
の
対
話
を

よ
り
重
視
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　平
成
28
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間

の
日
程
で
予
算
・
決
算
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
に
係
る
議
案
す

べ
て
を
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　議
会
は
、
前
年
度
の
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行

政
効
果
や
経
済
効
果
を
審
査
し
、
市
民
の
代

弁
者
と
し
て
執
行
状
況
を
評
価
し
ま
す
。

　決
算
の
審
査
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編

成
や
行
財
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、

極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　41
～
42
ペ
ー
ジ
に
各
委
員
の
質
疑
の
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
住
民
と
の
「
会
話
」

と
「
対
話
」
、
「
議
論
」
の

違
い
を
理
解
し
、
対
話
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
有
益
で
し
た
。

　ま
た
、
対
話
手
法
の
一
つ

で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
学
習

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
意

見
交
換
な
ど
で
そ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
と
の
協
働
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�
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）
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　「
言
語
障
が
い
教
育
」
を
中
心
と
し
た
役

割
を
持
つ
「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
お
い
て
、

現
在
の
人
員
配
置
で
は
保
護
者
な
ど
へ
の
相

談
支
援
に
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
学
生
は
通
っ
て
い
る
学
校
の
授
業

を
抜
け
て
、
幌
別
小
学
校
ま
で
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
負
担
感
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
を
目
標
に
、
鷲
別
小
学
校
に

も
教
室
を
追
加
開
設
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

に
教
員
配
置
を
要
請
し
て
い
く
意
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
全
道
34
市

中
32
位
の
実
情
と
そ
の
改
善
の
取
り
組
み
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
ル
ー
ル
の
確
認
、

特
定
健
康
診
査
以
外
の
保
険
事
業
や
各
種
健

康
診
査
、
予
防
接
種
な
ど
の
さ
ら
な
る
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

　防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
６
年
間
の
時

限
事
業
で
、
終
了
時
に
は
普
及
率
52
・
１
％

と
な
り
ま
す
。
温
暖
化
防
止
や
電
気
料
金
軽

減
、
防
犯
対
策
の
市
民
負
担
の
公
平
性
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
事
業
の
継
続
を
検
討
す
べ

き
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　観
光
施
設
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

新
登
別
大
橋
は
、
登
別
温
泉
と
札
内
地
区
を

経
て
、
幌
別
地
区
へ
と
結
ぶ
重
要
な
幹
線
で

あ
る
。
大
橋
か
ら
の
北
海
道
ら
し
い
眺
め
は
、

登
別
が
誇
る
景
勝
地
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

周
辺
は
荒
れ
放
題
で
ト
イ
レ
は
故
障
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
整
備
を
北
海
道
へ
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　以
前
か
ら
の
要
望
が
実
り
、
来
年
度
一

部
で
は
あ
る
が
草
刈
り
な
ど
を
行
う
旨
の
連

絡
を
北
海
道
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　本
市
に
お
け
る
除
雪
体
制
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
業
者
数
や
除
雪
機
械
の
台
数
に

つ
い
て
は
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
の
、
今

後
は
運
転
手
不
足
や
機
械
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
業
者
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　運
転
手
の
確
保
に
つ
い
て
、
以
前
除
雪
作

業
に
従
事
し
、
現
在
は
現
役
を
引
退
さ
れ
た

方
の
中
に
、
「
除
雪
作
業
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
」
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　複
数
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
た
中
で
、

特
に
注
目
し
た
の
は
、
「
児
童
生
徒
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
金
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
の

制
度
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
を
目
的
に
、
全

道
・
全
国
大
会
出
場
に
向
け
、
活
動
費
の
一

部
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
・
強
化
に

向
け
、
さ
ら
な
る
内
容
や
環
境
の
充
実
化
と
、

制
度
を
広
く
普
及
さ
せ
て
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
の
数
は
。

答
　登
別
温
泉
地
区
が
３
カ
所
、
登
別
地
区

が
６
カ
所
、
幌
別
地
区
が
７
カ
所
、
鷲
別
地

区
が
３
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

質
　市
内
に
文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
が
19

カ
所
と
い
う
こ
と
だ
が
、
劣
化
な
ど
に
よ
り

文
字
が
見
え
に
く
い
も
の
は
な
い
の
か
。

答
　老
朽
化
が
進
ん
だ
看
板
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
修
繕
の
必
要
性
を
判
断
し
、
既
設
看
板

の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。
本
市
の
歴
史
を
知

り
、
触
れ
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
給
食
費
の
収
納
率
は
現
年
分
が

98
・
83
％
で
対
前
年
度
比
０
・
38
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
も
28
・
73
％

で
対
前
年
度
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　私
は
、
毎
年
増
え
続
け
る
滞
納
繰
越
分
と

と
も
に
、
現
年
分
未
納
額
に
つ
い
て
も
初
期

か
ら
の
収
納
対
応
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
未
納
と
な
る
原
因
を
把
握

し
、
早
期
解
決
に
向
け
た
収
納
対
策
の
強
化

を
要
望
し
ま
し
た
。

　ス
キ
ー
場
事
業
費
全
般
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
事
業
費
、
防
災

対
策
強
化
事
業
費
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
啓
発
経
費
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
費
、
公
園
維
持
管
理
経
費
、

図
書
館
運
営
管
理
経
費
な
ど
、
幅
広
く
追
及

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
歳
出
の
決
算
額
が
約
200
億
円
に
も

上
る
こ
と
か
ら
、
各
事
業
が
適
正
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
成
果
や
対
応
策
も
併
せ
て
質

問
し
ま
し
た
。
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村
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工
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こ
と
ば
の
教
室
の
追
加
開
設
に

�

向
け
て

国
保
税
収
納
率
改
善
、

�

防
犯
灯
事
業
継
続
を

新
登
別
大
橋
展
望
台
・

�

駐
車
場
周
辺
の
整
備
を

本
市
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
取
り
巻
く

�

環
境
の
充
実
を
！

文
化
財
保
護
経
費
に
つ
い
て

給
食
費
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

年
々
増
加
傾
向
の
あ
る
決
算

41 議会だより　でぃすかす


